
第１２回政策調整会議結果報告 

 

１ 日 時 平成２３年１月６日（木）１３時００分～１７時３０分 

平成２３年１月７日（金） ９時００分～１０時４５分 

２ 場 所 役場２階 審議室 

 

３ 出席者 

《構成員》田浦副町長、田中総務課長、岡崎保健福祉課長、北向建設水道課長、

前田産業振興課長、中田町民生活課長、服部教育振興課長 

《説明員》町立病院   松田事務長、山川次長 

学校教育班  大石主幹 

福祉対策班  坂弥主幹、浦島主査 

子育て支援班 真鍋主幹 

企画財政班  北山主査 

生活環境班  林主幹 

《庶 務》北川主幹、新井主査           合 計  １７名 

４ 内 容 

１ 町立病院 医師住宅新築事業 

[事業内容] 

・医師住宅１棟の新築 25,200 千円、外構（車庫等）1,050 千円、旧保育所取壊し

945 千円。（H23 事業費 27,195 千円）。 

 [総 括] 

・標準的な将来にも使える間取りで、建築すること。 

・町長査定までに、建築平面、現況の住宅に関する課題、建築までのタイムスケ

ジュールを整理すること。 

 

２ 上富良野高等学校学力アップ対策事業 

[事業内容] 

・上富良野高等学校生徒の学力アップを図ることで、今後の入学者増に繋げるた

めに、一人ひとりの学力に対応した講座を受講できるシステムの導入費用を上富

良野高等学校教育振興会に対し、補助する。 

・事業費、１年間使用分の１，０００千円を計上。  

[総 括] 

・単年度で成果が現れるものではないため、複数年の実施とする。 

・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ 

 

３ 教職員住宅改善事業 



[事業内容] 

・東中地区の教職員住宅のうち、簡易水洗になっていない１棟２戸の水洗化改修

を実施する。 

・H23 事業費 600 千円。 

[総 括] 

・計画どおり実施する。 

・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ 

 

４ 敬老祝い金 

[担当から説明] 

・喜寿、米寿、白寿をむかえた方に対し、２万円、３万円、５万円の町商工会商

品券をお祝いとして渡しているが、このお祝いとは異なる方法も検討している。 

[総 括] 

・具体案を検討したうえで、町長査定に臨むこと。 

 

５ 中央保育所の運営について 

[担当から説明] 

・中央保育所の運営については、平成２０年以降、民営化について検討してきた

が、平成２５年度の国の幼保一体化等の制度変更の動きがあることから、その動

きを考慮した中で、民営化についての検討を行ったうえで、保育所配置計画を策

定する予定である。 

[総 括] 

・国の制度変更とは関係なく、民営化についてのメリット、デメリットを整理し

た上で、民営化についての検討を行うこと。 

 

６ 地上デジタル放送難視聴対策 

[担当から説明] 

・平成２３年７月２４日にアナログ放送が終了することにより、３地区３８世帯

が地上デジタル放送を個別受信アンテナで受信できなくなることから、国の補助

金を受け、設置費の間接補助を行うとともに、個人負担が多額となることから、

町独自の対策として補助を行い、個人負担の軽減を図る。 

・事業費 22,760 千円（国庫補助金 12,000 千円、起債 4,100 千円、一般財源 6,660

千円） 

[総 括] 

・計画どおり実施する。 

・必要性→Ａ、緊急性→Ａ、効率性→Ａ、公平性→Ａ、評価→Ａ 



 

７ 省エネルギー・新エネルギー関係予算について 

[担当から説明] 

・省エネルギー・新エネルギーの設備、住宅リフォームに対し補助を行う。 

[協議意見] 

住宅リフォーム 

・バリアフリーに対する補助率を高くしてはどうか。 

・補助金は、現金（1/2）と町商工会商品券（1/2）としているが、すべて町商工

会商品券としてはどうか。 

・補助対象を明確にする必要がある。 

 

ペレットストーブ 

・ペレットストーブだけではなく、薪ストーブも対象にしてはどうか。 

 

生活灯 

・生活灯の省エネタイプへの変更は、変更タイプは LED のみとしたほうが良いの

ではないか。 

・一町内会の生活灯を一度に取り替えるための、費用の貸付制度を検討してはど

うか。 

・生活灯モデル地区を作ってはどうか。 

・生活灯の設置場所や照度について、より効果がでるように、現存の生活灯につ

いても検討する必要がある。 

 

省エネ、新エネ 

・太陽光等は、本当に当町でも効果があるのか、すでに設置している町民の方に

聞き取り等を行う必要がある。 

[総 括] 

・上記意見について検討を行い、査定に臨むこと。 

・いくら補助金をもらえるのか、具体例をあげてわかりやすい資料を整えること。 

 


